
島根大学の留学生と地域の子どもたちが「せかいのあそび」を通して交流するイベ
ントを行っています。この取り組みは2019年から実施しており、これまで多くの子ど
もたちとその保護者の方に参加いただいています。
イベントでは、留学生が日本語で自国の遊びを紹介したり、母国語の文字や挨拶を
教えたりするなどして、子どもたちと楽しく遊びながら交流をしています。普段、あ
まり接点のない留学生と地域の子どもたちが直接ふれあい、相互理解を深める場と
なっています。
この取り組みは、子どもたちにとっては、異文化理解や国際感覚の育成の機会とな
り、留学生にとっても地域とのつながりや、日本人や日本社会への理解を深める貴重
な機会となっています。国籍や文化の違いを超えた交流の促進と多様性を尊重する意
識の育成に取り組んでいます。この活動は、大学と地域社会が連携して持続可能な社
会づくりに貢献する取り組みともなっています。
本イベントを通じて、子どもたちと留学生の双方が互いを理解し合い、グローバル
社会に必要な視野を広げるきっかけとなることが期待されます。
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留学生と地域の子どもたちとの交流を促進
－留学生と遊ぼう せかいのあそび－
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